
(2)　Mn > 0であるから，(Mn)n > 0である．よって，自然対数をとると
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　であるから，指数関数の連続性より
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　である．

《解答》
(1)　 f ¢n(q) = - sin q • sinn - 1q + (1 + cos q) • (n - 1)sinn - 2q cos q

 　　    = {- sin2q + (n - 1)(cosq + cos2q)} sinn - 2q 

 　　    = {ncos2q + (n - 1)cosq - 1} sinn - 2q 

 　　    = (ncos q - 1)(cos q + 1) sinn - 2q

　である．nは 2以上の自然数であるから
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　となる qが 0 ≤ ≤
2

q p にただ 1つ存在する．この qを aとすると，
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　である．
 cos q + 1 ≥ 0 ,sinn - 2q ≥ 0

　であるから，fn(q)の増減表は次のようになる．
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　　ゆえに，fn(q)は q = aのとき，最大値
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京大理系数学　２０１６　解答例

 !          （30点）

 (1)　nを 2以上の自然数とするとき，関数
   fn(q) = (1 + cos q)sinn - 1q

 　の 0 ≤ ≤
2

q p における最大値Mnを求めよ．

 (2)　 lim M( )
n

n

n

Æ•
を求めよ． 









《解答》
　　n秒後 (n ≥ 0)に x座標が 0 ,1 ,2である確率をそれぞれ an ,bn ,cnと
　おくと，an + bn + cn = 1であり
 a0 = 1 ,b0 = c0 = 0

　である．

　　遷移を考えて，対称性から
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　である．

　　1 - 3より
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　であり，a0 - c0 = 1より
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　である．
　　ここで，2より

 

b = a c b

= b b

= b

1

2
( + ) +

1

3

1

2
(1 - ) +

1

3

-
1

6
+

1

2

n n n n

n n

n

+ 1

　であるから
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　である．
　　4 ,5を an + bn + cn = 1に代入して
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　である．

京大理系数学　２０１６　解答例

 %          （35点）

 　xy平面上の 6個の点 (0,0),(0,1),(1,0),(1,1),(2,0),(2,1)が図のように
 長さ 1の線分で結ばれている．動点 Xは，これらの点の上を次の規則に従って 1秒
 ごとに移動する．
 　　規則 : 動点 Xは，そのときに位置する点からでる長さ 1の線分によって
     結ばれる図の点のいずれかに，等しい確率で移動する．

 例えば，Xが (2,0)にいるときは，(1,0),(2,1)のいずれかに 
1

2
 の確率で移動する．

 また，Xが (1,1)にいるときは，(0,1),(1,0),(2,1)のいずれかに 
1

3
 の確率で移

 動する．
 　時刻 0で動点 Xが O = (0,0)から出発するとき，n秒後に Xの x座標が 0である
 確率を求めよ．ただし，nは 0以上の整数とする． 　
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